
 

そら組通信  ２０２4．６．２４（月） 

 園庭の紫陽花の花も綺麗に色づき始め、梅雨の気配を感じる時期となりました。気候の変化はありますが、体調管理に気

を付けながら今月も楽しんで過ごしていきたいと思います。さて、先月のおたよりでは色々なコーナー遊びが流行っている

とお伝えしました。そのコーナー遊びも沢山遊びこみ、いくつかは継続して楽しんでいるものもありますが、飽きてしまっ

たものも。。。しかし、また違う遊びも出てきました。日々、子ども達から色々なアイディアが出てきて保育者自身も楽しみ

ながら過ごしています。 

『だるまさんがこ
ろんだ！ミッション成功

【ルール説明】 

・「だるまさんがころんだ」と鬼が振り返るまでにフー

プや丸の中にいる事。そして動かない。 

・一人一個ボールを持ち、鬼の元へ届ける。 

・ボールを落とさずに届ける事が出来たらミッション

成功！ 

 

 「ミッション成功するぞーー！」 

 

ボールを持ちながら動く。という難

しい動作ですが、保育者の声、タイミ

ングをよく聞きながらも上手に前に

進んでいます。 

「えいえいおーし

よう！」「頑張れ

ー！」等と子ども達

から自然と聞かれ

る友達に向けての

応援の声。全員がミ

ッションをクリア

しようと一体感も

見られています。 

 子ども達が大好きな遊びで、遊戯室へ行くと必ず「だるさまんミッション有り

バージョンしたい！」との声が聞かれます。少しずつ難しくする事で更にやる気

になっていますよ。２２名全員で行うとぶつかる等の危険が予想される為、机の

グループごとでゲームを楽しんでいます。 

 園生活、遊びの中でルールを守らず、お友達とトラブルになってしまう場面が

多々あります。そんな姿から、ルールのある遊びを取り入れるようにしています。

ルールのある遊びを楽しむ中で、ただルールを守るのではなく、なぜルールがあ

るのかを、遊びの中で気付いていってほしいです。 

 遊びや生活の中で友達と思いや考えを言葉にして伝えながら協力し

たり試行錯誤したりしながら何か一つの物を作ることが出来るように

なってくる年齢の５歳児。保育室や遊戯室等でそのような姿がよく見ら

れます。友達と「〇〇〇作ろう！」と声を掛け合いながら作っていくの

ですが、個々で思いや考えがあり、「そこ、そうじゃない！」「ちがう！」

等と友達とぶつかってしまう事も…。そんな時保育者は仲裁に入り、

個々の思いを聞き、自分たちの言葉で相手に伝える場を設けるようにし

ています。子ども達は遊びの中で楽しい時もあれば、お友達とトラブル

になり、色々な気持ちの葛藤をする時もあります。様々な気持ちに寄り

添い、受け止めながら保育していきたいです。 

 

♡


